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「（公社）福島県トラック協会スペシャルマッチ」観戦チケットのプレゼント及びサッカー教室の参加者募集について…

運行管理者試験対策講習会を開催………………………………………………………………

会員だより…………………………………………………………………………………………

８月の行事予定……………………………………………………………………………………

安全性評価事業（Ｇマーク）168事業所の申請を受理………………………………………

支部だより…………………………………………………………………………………………
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『フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育講習』のご案内……………………………

技能講習等実施予定………………………………………………………………………………

令和４年度 物流パートナーシップ優良事業を募集します！………………………………
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夏季休日のご案内…………………………………………………………………………………

自動車安全運転センターが会員事業所を表彰…………………………………………………

　全日本トラック協会と各県トラック協会は、人材確保対策として全国的な求人情報サイトを構築
するため、㈱リクルートと協働で、会員事業者の皆様に無料で採用ホームページを開設するツール
を提供します。
　㈱リクルートが無料で提供する「Airワーク採用管理」を利用し、会員事業者の皆様には同社の専
任スタッフから採用ホームページ公開まで無償でのサポートを受けることが可能となりますので、
自社採用HPをお持ちでない会員事業者様はこの機会に是非が活用下さい！
　既に自社採用ホームページを開設している会員事業者様も福島県トラック協会へのリンク登録を
お願いいたします。
　詳細については当月号の「わだち」に同封のリーフレット又は右記QR
コードをご参照ください。

求人情報サイトの無料開設について求人情報サイトの無料開設について求人情報サイトの無料開設について県 ト 協県 ト 協
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　全日本トラック協会と各県トラック協会は、人材確保対策として全国的な求人情報サイトを構築
するため、㈱リクルートと協働で、会員事業者の皆様に無料で採用ホームページを開設するツール
を提供します。
　㈱リクルートが無料で提供する「Airワーク採用管理」を利用し、会員事業者の皆様には同社の専
任スタッフから採用ホームページ公開まで無償でのサポートを受けることが可能となりますので、
自社採用HPをお持ちでない会員事業者様はこの機会に是非が活用下さい！
　既に自社採用ホームページを開設している会員事業者様も福島県トラック協会へのリンク登録を
お願いいたします。
　詳細については当月号の「わだち」に同封のリーフレット又は右記QR
コードをご参照ください。

求人情報サイトの無料開設について求人情報サイトの無料開設について求人情報サイトの無料開設について県 ト 協県 ト 協

無料
提供

令和４年度 第１回広報委員会を開催令和４年度 第１回広報委員会を開催令和４年度 第１回広報委員会を開催県 ト 協県 ト 協

　福島県トラック協会が対外的に行う広報活動について協
議する第１回広報委員会が、６月29日㈬に郡山市「県中
研修センター」において委員９名が出席し開催された。
　松尾 活秀 委員長のあいさつに続き、議事として「令和
４年度広報委員会が所管する各種事業計画」及び「イ
メージアップに向けたPR戦略事業」に係るウェブ広報の
実施内容について協議が行われ、承認された。協議の中
で、新たな取り組みとなるウェブ広報の詳細について意
見が交換された。

金　賞
（11事業所）

銀　賞
（18事業所）

銅　賞
（10事業所）

事　業　所　名
郡山運送㈱給食センター営業所

郡山運送㈱郡山通運営業所

物産ロジスティクスソリューションズ㈱郡山営業所

物産ロジスティクスソリューションズ㈱いわき営業所

柏洋運輸㈱

㈱デイリーサービス

㈱吉田運輸

レンゴーロジスティクス㈱福島営業所

スナンエキスプレス㈱

㈱久留米梱包運輸

クリナップロジスティクス㈱いわき営業所

第一貨物㈱いわき支店

佐川急便㈱東日本支社南東北支店福島営業所

佐川急便㈱東日本支社南東北支店郡山営業所

佐川急便㈱東日本支社南東北支店会津若松営業所

㈱大野運輸

郡東エクスプレス㈱

第一貨物㈱郡山支店

佐川急便㈱東日本支社南東北支店いわき営業所

エルピー運輸㈱

川俣貨物㈱

㈱クリーン商会

関東福山通運㈱いわき支店

南東北福山通運㈱白河支店

㈱厚成社

第一貨物㈱会津若松支店

エムケー物流㈱

常磐郵便輸送㈱

物産ロジスティクスソリューションズ㈱福島営業所

㈲ミナト

丸永運送㈱

郡山観光運輸㈱

南東北福山通運㈱会津営業所

船引運送㈱

福島運送㈱

新地発電産業㈱

クレハ運輸トラック㈱いわきセンター

ALSOK福島㈱福島営業所

南東北福山通運㈱福島支店

　自動車安全運転センター福島県事務所は優秀安全運転者事業所に対する表彰で当協会会員39事業
所を表彰した。プラチナ賞と金賞は警察本部長・安全運転センター理事長連名表彰、銀賞と銅賞は
警察本部交通部長・安全運転センター事務所長連名表彰となる。
　受賞事業所は次のとおり。

自動車安全運転センターが会員事業所を表彰自動車安全運転センターが会員事業所を表彰自動車安全運転センターが会員事業所を表彰トピックストピックス

受賞区分
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•「トラックの日」とは
　全日本トラック協会と各都道府県トラック協会では、10月９日を「トラックの日」と定め全国的に
ＰＲを行っています。当協会では本年度の「トラックの日」キャンペーン事業として県内のプロサッ
カーチーム「福島ユナイテッドＦＣ」に協賛し、スポンサーマッチを下記のとおり開催します。

• 本年度の「トラックの日」事業実施要領
イ
ベ
ン
ト
名

（公社）福島県トラック協会
スペシャルマッチ

～10月9日はトラックの日～

令和4年
　９月25日㊐　13:00～18:00
※ 開場13：00　キックオフ15：00

協
賛
ス
ポ
ー
ツ
団
体

「福島ユナイテッドFC」

開
催
日
時

場
　
所

「とうほう・みんなのスタジアム」
（あづま総合運動公園）

〒960-2158 福島県福島市佐原字神事場1番地

【 目  的 】

　トラック輸送業は生活と経済のライフ
ラインであり、社会活動や産業活動に欠
かせない「エッセンシャルワーカー」として
重要な役割を果たしています。
　トラック輸送業界が交通安全・環境・
労働対策などの諸課題に積極的に取り組
んでいる現状をＰＲし、多くの方々に理解
と関心を深めていただき、業界のイメージ
アップに繋げることを目的として、県内の
プロスポーツ団体
と連携協力し協会
名での冠試合を開
催します。主 

催
（公社）福島県トラック協会

令和４年度「トラックの日」キャンペーン事業について令和４年度「トラックの日」キャンペーン事業について令和４年度「トラックの日」キャンペーン事業について県 ト 協県 ト 協

会員事業者様、ご家族、関係者方々のご来場をお待ちしております！

Ｐ
Ｒ
内
容

Ｇマークラッピングトラックの展示、大型車乗車体験、シートベルト衝撃体験車両による衝
撃体験、各種ノベルティグッズの配布、福島ユナイテッドＦＣ主導のサッカー教室の開催な
ど輸送業のイメージアップに向けた取り組みを実施予定。

©Fukushima United FC
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【観戦チケット 応募要領】
 

応募期限　　令和４年９月21日㊌
対　　象　（公社）福島県トラック協会に加入している会員事業者
   ※従業員及びそのご家族も対象となります

応募方法　　右記QRコードを読み込み、入力フォームからご応募ください。

「（公社）福島県トラック協会スペシャルマッチ」
観戦チケットのプレゼント及びサッカー教室の参加者募集について
「（公社）福島県トラック協会スペシャルマッチ」
観戦チケットのプレゼント及びサッカー教室の参加者募集について
「（公社）福島県トラック協会スペシャルマッチ」
観戦チケットのプレゼント及びサッカー教室の参加者募集について

県 ト 協県 ト 協

　前頁でご紹介した（公社）福島県トラック協会スペシャルマッチの観戦チケットを当協会の会員
事業者様限定でプレゼントいたします！
　また、同日に開催する福島ユナイテッドFC主導のサッカー教室の参加者についても併せて募集い
たします。
　観戦チケット、スポーツ教室のお申込みをご希望の方は下記の応募要領をご参照のうえ、お申し
込みください。

福島県トラック協会  会員事業者様限定

費用

無料

【サッカー教室 応募要領】
参加費

無料

（公社）福島県トラック協会　業務部  担当者：遠藤／佐藤
TEL: 024-558-7755　 FAX: 024-558-7731

お問い合わせ

応募期限 　令和４年９月21日㊌
実施日時　　令和４年９月 25日㊐ 13時00分～13時45分
  　※イベント開催時間とは異なりますのでご注意ください

対　　象  （公社）福島県トラック協会に加入している会員事業者及び従業員の
  　小学生までのお子様。

  　※参加の際は保護者の同伴が必要になります

参加上限 　先着  ４０名
  　※期限前に上限に達した場合、受付を終了いたしますので、ご了承ください。

そ の 他 　児童と保護者１組ずつの申込みとなります。
  　参加者（保護者も含む）には当日の観戦チケットをお配りします。

応募方法 　右記QRコードを読み込み、入力フォームからご応募ください。
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　トラック運送業界のインターンシップについて
　トラック運送業界では若手ドライバーが減少し、ドライバーの高齢化が進んでおり、 将来的に深
刻なドライバー不足に陥ることが懸念されています。
  トラック運送業界では、将来を担う若手人材を確保するために、効果的に新卒者を 採用する必要
があります。そこで、学生（高校、専門学校、大学等）を 「インターンシップ」により早期から物
流現場へ受入れし、当業界への理解及び イメージアップを図ることで、将来的な人材確保対策を効
果的に実施します。
  インターンシップにより学生を受入れ可能な会員事業者の皆様におかれましては、 インターンシ
ップの関連情報をご入力いただければ、当協会は当該情報を広く公開し、 高等学校等にも周知して
まいります。
　インターンシップを実施する予定の会員事業者の皆様におかれましては、是非情報を入力してい
ただくとともに積極的に教育機関へ働きかけていただきますようお願い申し上げます。
　
　インターンシップ応募の流れ
　インターンシップ応募の流れについて、「高校生」については、学校から直接トラック運送事業
者様宛てに申込の連絡が行くことになります。 専門学校生、短大生、大学生については、学校また
は学生本人から直接トラック運送事業者様宛てに申込の連絡が行くことになります

　インターンシップを実施した場合、全日本トラック協会の助成制度が受けられます！
　全日本トラック協会のサイトを通じて高等学校以上の教育機関より、３日間以上のインターンシ
ップを受け入れた中小事業者には助成制度を用意しています。

※助成制度を利用するためには、事前に全ト協の開設したインターンシップ登録サイトに必
要事項の登録が必要となり、全ト協が定めた「インターンシップ導入促進支援事業助成金
交付要綱（要領）」の内容に適合した事業者に対して助成を行います。

トラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進についてトラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進についてトラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進について全 ト 協全 ト 協

助成金の交付予算額 助 成 金 額

1,500万円

インターンシップ受入れ期間

３日間 　　　　９万円
４日間　　 　 11万円
５日間以上 　 13万円

高校生 専門学校生・短大生・大学生 等

会  社
①学校から申込が来る ②学校または学生から

　直接申込が来る

トラック運送業におけるインターンシッププログラムの概要例
事例１　 運送業務を中心にしたケース

　　　　  　　午 前
オリエンテーション
（会社概要説明、事業所、車両等の見学）

・ 車両洗車（補助）
・ 車両の安全点検、基礎整備（補助）

・ 安全運行にむけたDVD視聴
・ ドライバー従業員との質疑応答

・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

　　　　　　 午 後
・ 荷積み作業見学
・ 点呼、乗務前後の状況を見学

・ 配車状況の見学
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ プレゼン制作

１日目

２日目

３日目

４日目

事例２　 運送業務及び構内業務を中心にしたケース
　　　　  　　午 前

オリエンテーション
（会社概要説明、社長講話）

・ 車両の安全点検、基礎整備（補助）
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ 倉庫内作業の見学
・ 倉庫内荷役作業の実習

　　　　　　 午 後

・ 車両及び荷積み作業見学
・ 倉庫及び倉庫業務の概要説明

・ 運行管理業務の概要説明
・ 配車状況の見学
・ 車両管理システムの操作（補助）

・ プレゼン制作
・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

１日目

２日目

３日目

事例３　 事務業務を中心にしたケース
　　　　  　　午 前

オリエンテーション
（会社概要説明、事業所見学、社長講話）

・ 点呼、日常点検整備の見学
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ 人事・総務業務の実習
・ 社長秘書業務の実習

　　　　　　 午 後

・ 荷積み作業見学
・ 車両等の見学

・ 事務業務の概要説明
・ 経理業務の実習

・ プレゼン制作
・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

１日目

２日目

３日目

本件に関する問合せ先
公益社団法人 全日本トラック協会　経営改善事業部
東京都新宿区四谷３－２－５
TEL：03－3354－1056（ダイヤルイン）、FAX：03－3354－1019



（ 7 ）（22. ８−№ 499）

　トラック運送業界のインターンシップについて
　トラック運送業界では若手ドライバーが減少し、ドライバーの高齢化が進んでおり、 将来的に深
刻なドライバー不足に陥ることが懸念されています。
  トラック運送業界では、将来を担う若手人材を確保するために、効果的に新卒者を 採用する必要
があります。そこで、学生（高校、専門学校、大学等）を 「インターンシップ」により早期から物
流現場へ受入れし、当業界への理解及び イメージアップを図ることで、将来的な人材確保対策を効
果的に実施します。
  インターンシップにより学生を受入れ可能な会員事業者の皆様におかれましては、 インターンシ
ップの関連情報をご入力いただければ、当協会は当該情報を広く公開し、 高等学校等にも周知して
まいります。
　インターンシップを実施する予定の会員事業者の皆様におかれましては、是非情報を入力してい
ただくとともに積極的に教育機関へ働きかけていただきますようお願い申し上げます。
　
　インターンシップ応募の流れ
　インターンシップ応募の流れについて、「高校生」については、学校から直接トラック運送事業
者様宛てに申込の連絡が行くことになります。 専門学校生、短大生、大学生については、学校また
は学生本人から直接トラック運送事業者様宛てに申込の連絡が行くことになります

　インターンシップを実施した場合、全日本トラック協会の助成制度が受けられます！
　全日本トラック協会のサイトを通じて高等学校以上の教育機関より、３日間以上のインターンシ
ップを受け入れた中小事業者には助成制度を用意しています。

※助成制度を利用するためには、事前に全ト協の開設したインターンシップ登録サイトに必
要事項の登録が必要となり、全ト協が定めた「インターンシップ導入促進支援事業助成金
交付要綱（要領）」の内容に適合した事業者に対して助成を行います。

トラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進についてトラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進についてトラック運送業界におけるインターンシップ制度の促進について全 ト 協全 ト 協

助成金の交付予算額 助 成 金 額

1,500万円

インターンシップ受入れ期間

３日間 　　　　９万円
４日間　　 　 11万円
５日間以上 　 13万円

高校生 専門学校生・短大生・大学生 等

会  社
①学校から申込が来る ②学校または学生から

　直接申込が来る

トラック運送業におけるインターンシッププログラムの概要例
事例１　 運送業務を中心にしたケース

　　　　  　　午 前
オリエンテーション
（会社概要説明、事業所、車両等の見学）

・ 車両洗車（補助）
・ 車両の安全点検、基礎整備（補助）

・ 安全運行にむけたDVD視聴
・ ドライバー従業員との質疑応答

・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

　　　　　　 午 後
・ 荷積み作業見学
・ 点呼、乗務前後の状況を見学

・ 配車状況の見学
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ プレゼン制作

１日目

２日目

３日目

４日目

事例２　 運送業務及び構内業務を中心にしたケース
　　　　  　　午 前

オリエンテーション
（会社概要説明、社長講話）

・ 車両の安全点検、基礎整備（補助）
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ 倉庫内作業の見学
・ 倉庫内荷役作業の実習

　　　　　　 午 後

・ 車両及び荷積み作業見学
・ 倉庫及び倉庫業務の概要説明

・ 運行管理業務の概要説明
・ 配車状況の見学
・ 車両管理システムの操作（補助）

・ プレゼン制作
・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

１日目

２日目

３日目

事例３　 事務業務を中心にしたケース
　　　　  　　午 前

オリエンテーション
（会社概要説明、事業所見学、社長講話）

・ 点呼、日常点検整備の見学
・ 車両に同乗し、配送業務を見学

・ 人事・総務業務の実習
・ 社長秘書業務の実習

　　　　　　 午 後

・ 荷積み作業見学
・ 車両等の見学

・ 事務業務の概要説明
・ 経理業務の実習

・ プレゼン制作
・ 発表会
・ 修了式（社長講話等）

１日目

２日目

３日目

本件に関する問合せ先
公益社団法人 全日本トラック協会　経営改善事業部
東京都新宿区四谷３－２－５
TEL：03－3354－1056（ダイヤルイン）、FAX：03－3354－1019



（22. ８−№ 499）（ 8 ）

　福島県における貨物自動車運送安全性評価事業申請は７月１日から
14日までの申請期間内で、新規25事業所、更新143事業所、合計168
事業所の申請を受理した。
　安全性評価認定については、全日本トラック協会、安全性評価委員
会（第三者含む）により審査され、本年12月に全国適正化実施機関よ
り各事業所へ直接結果内容が通知される。

安全性評価事業（Ｇマーク）168事業所の申請を受理安全性評価事業（Ｇマーク）168事業所の申請を受理安全性評価事業（Ｇマーク）168事業所の申請を受理適 正 化適 正 化

○評価項目の点数配分　安全性に対する法令の遵守状況　　　４０点（基準点３２点）
　　　　　  　　事故や違反の状況　　　　　　　　　４０点（基準点２１点）
　　　　　  　　安全性に対する取組みの積極性　　　２1点（基準点１２点）

○各項目の基準点を満たし、合計８０点以上が安全性優良事業所として認定される

　８月６日㈯から９月４日㈰までの期間で実施される、令和４年
度第１回運行管理者試験受験者に対する合格率アップ取組事業と
して、運行管理者試験対策講習会が７月21日㈭に郡山市「県中研
修センター」で開催され、会員事業所より69名が参加した。
　講習会は㈱輸送文研社より梶山 孝 氏を講師に迎え過去問題の分
析、出題傾向、実試験に出題される分野ごとの要点及び受験対策
のテクニックの習得に加えたカリキュラムとなっており、参加者
は近年難易度が上がっている本試験合格を目指し知識の上積みを
図った。

運行管理者試験対策講習会を開催運行管理者試験対策講習会を開催運行管理者試験対策講習会を開催県 ト 協県 ト 協

　福島県トラック協会女性部会（永山 忍 部会長）は７月26日㈫
郡山市「郡山ビューホテルアネックス」において、44名（委任状
25名含む）が出席し定時総会を開催した。
　はじめに永山 忍 女性部会長があいさつし、議事では令和３年
度事業報告、令和４年度事業計画（案）が協議され、事業計画と
して「社会貢献活動の実施」、「トラガール促進」の推進活動を
含む５項目の活動方針及び活動報告等について承認された。
　女性部会では引き続き部会の組織体制強化と部会員の拡充を図
っていく。

女性部会が定時総会を開催女性部会が定時総会を開催女性部会が定時総会を開催女性部会女性部会

【あいさつする永山部会長】
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のテクニックの習得に加えたカリキュラムとなっており、参加者
は近年難易度が上がっている本試験合格を目指し知識の上積みを
図った。

運行管理者試験対策講習会を開催運行管理者試験対策講習会を開催運行管理者試験対策講習会を開催県 ト 協県 ト 協

　福島県トラック協会女性部会（永山 忍 部会長）は７月26日㈫
郡山市「郡山ビューホテルアネックス」において、44名（委任状
25名含む）が出席し定時総会を開催した。
　はじめに永山 忍 女性部会長があいさつし、議事では令和３年
度事業報告、令和４年度事業計画（案）が協議され、事業計画と
して「社会貢献活動の実施」、「トラガール促進」の推進活動を
含む５項目の活動方針及び活動報告等について承認された。
　女性部会では引き続き部会の組織体制強化と部会員の拡充を図
っていく。

女性部会が定時総会を開催女性部会が定時総会を開催女性部会が定時総会を開催女性部会女性部会

【あいさつする永山部会長】

皆さまの事業場では、フォークリフト運転業務従事者に、
安全衛生教育を実施していますか！

１. 日　時

　労働安全衛生法第60条の２において、『事業者は、その事業場における安全衛
生水準の向上を図るため危険又は有害な業務に現に就いている者に対し、その
従事する業務に関する安全又は衛生のための教育を行うように努めなければな
らない。』とされています。更に、その安全衛生教育に関する指針として、
『フォークリフト運転業務安全衛生教育について』（平成２年３月１日基発第
114号）をもって、教育カリキュラムが示され『事業者は、従事者に対して一
定期間（概ね５年）ごとに当該教育を実施するよう努めなけなければならな
い。』とされています。
　陸災防では、災害防止をめざし、『フォークリフト運転業務従事者』を対象に
上記教育を下記の通り実施しております。労働災害防止のため、是非受講され
ますようご案内申し上げます。

令和４年９月13日㈫  9：00～17：00 まで

３. 対象者

郡山市  福島県トラック協会　県中研修センター２. 場　所

最大荷重１トン以上のフォークリフト運転業務従事者

４. 講習科目
　 　 と
　  時　間

•最近のフォークリフトの特徴（2時間）
•フォークリフトの取扱いと保守（２時間）
•災害事例及び関係法令（２時間）　　　　　　　　　　　   計 ６時間

５. 受講料 7,700円（テキスト代・消費税込）

６. 申　込 受講申込書（ホームページからダウンロード）に所定事項を記入し、郵送
で御申込み下さい。
福島市飯坂町平野字若狭小屋32　
陸上貨物運送事業労働災害防止協会　福島県支部
TEL 024-558-9011    FAX 024-559-1161　

募集期間：８月１日から９月２日まで

陸 災 防陸 災 防 『フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育講習』のご案内『フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育講習』のご案内『フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育講習』のご案内
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　　　 県北支部が安全運転技能講習会を開催
　県北支部（蓬田隆信支部長）は福島市「福島自動車学
校」において支部会員事業所ドライバー向けの安全運転技能
講習会を開催した。
　講習会は中堅・ベテランドライバーを対象に交通事故の未
然防止を目的とし、毎年実施している。参加者は自動車学校
のコースと路上を実際に運転しながら、運転技能の基本の再
認識や運転の癖を把握させ、修正に至るまで講師から指導を
受けた。６月、７月にわたり６回開催し、合計44名が受講した。

　　　 県中支部が安全運転ドライバー研修会（中型・準中型限定）を開催
　県中支部（小野田 弘明 支部長）は６月25日㈯に郡山市「昭和
ドライバーズカレッジ」において、支部会員事業所ドライバー
を対象に安全運転ドライバー研修会を開催した。
　研修会は、午前、午後の部に分かれ合計14名が参加し、運転
適性検査（OD式安全性テスト）、視力検査（静止視力・動体視
力・夜間視力・深視力）、後方間隔（中型トラックを用いた後
退時における遠近感覚測定）、視聴覚DVD学習（貨物自動車の
安全運転の知識）を行い、自身の長所、短所を再認識するとと
もに安全に対する意識を高めた。

　　　　県南支部がゴルフコンペ開催及び安全パトロールを実施
　県南支部（橋本 一美 支部長）は６月25日㈯に白河市「白河
ゴルフ倶楽部」において、支部会員39名が参加しゴルフコン
ペを開催した。
　当日は季節外れの猛暑日となり熱中症が心配されたが、参
加者全員が親睦を深めながら無事ホールアウトすることがで
きた。

　県南支部は７月６日㈬に白河地区会員７事業所への安全パト
ロールを実施した。
　このパトロールは、「令和４年度夏期労働災害防止強調運動」
の一環として、労働災害防止に向けた経営トップの決意と労働環
境改善の重要性の確認及び交通事故の根絶を目的としている。　
　当日は川又 健一 白河労働基準監督署署長、河合 哲也 監督官、
橋本 支部長にご同行いただき、対象となる会員事業所へ労働災害
防止や熱中症対策などアドバイスを行った。

支部だより支部だより支部だより支　部支　部
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　　　 いわき支部が安全運転ドライバー研修会を開催
　いわき支部（松尾 活秀 支部長）は７月９日㈯にいわき市「タイヘイ
ドライバーズスクール」において、支部会員事業所ドライバーを対象に
安全運転ドライバー研修会を午前・午後の部に分け開催した。　　
　当日は総勢24名が参加し研修会では最新の道交法改正等の座学
やコース内での実技を通し、安全運転のための技術と意識を高めた。
　当研修会は会員事業所の関心が高く、毎回好評を博しており
次回は11月12日㈯に開催を予定している。

支部 事業所名
いわき 田山運送㈲

会 員 だ よ り

退会会員事業所
支部 事業所名
いわき ㈱福島北桑運輸いわき営業所

賛助会員退会事業所

会員名簿変更
ページ 変更事項事業所名 新 旧

安斎憲一
安齋真也
馬場憲明
本多　有
矢葺和則
佐藤道興
田代哲也
柏屋　敬
渡邉和成
969-1204 本宮市糠沢字水上21番地1
室井智彦
齋藤昭夫
青山恒夫
善方礼保
橋本文彦
中島一繁
木戸　正
毛内富行
遠藤廣行
板橋伸介
木村美樹
969-6207 大沼郡会津美里町字宮里97-1
長谷川　裕
西山由美子
太田浩正
岩井正美
鈴木孝雄
岩井正美
雲藤竜太
須藤照久
鈴木尋子
高橋　静

安斎文男
安斎勇一
佐藤光俊
本多勝一
大野高章
河田公一
森本　剛
大室昌彦
渡邉孝子
969-1175 本宮市本宮字名郷12-3
渡辺義晴
松浦明一郎
今泉一二
畠山義則
瀧浪芳雄
関根憲三
須田昌也
齋藤陽一
須藤由次
板橋照克
岡田慎太郎
965-0022 会津若松市滝沢町5番51号
鎌田邦一
相原裕貴
佐藤春生
松原健三
興津照昭
松原健三
北郷秀一
渡邉英樹
豊田富弘
高野　静

㈲カワサキ
㈲川崎開発
福島運送㈱
㈱本多建設
丸全電産ロジステックス㈱福島営業所
西濃運輸㈱福島支店
名鉄運輸㈱福島支店
日本通運㈱福島ロジスティクス事業所
㈱和起
大和物流㈱福島営業所
㈱バイタルエクスプレス郡山営業所
JX金属髙商㈱
㈱北都運輸
東北福山通運㈱郡山南営業所
東北ポール運送㈱
㈱大野運輸白河営業所
カメイ物流サービス白河営業所
㈱こばうん配送センター営業所
遠野運送㈱古殿営業所
㈱板橋建材
東部運送㈱会津若松営業所
㈱トーホク
新地発電産業㈱
㈱丸東
龍北運輸㈱相馬営業所
いわき大王紙運輸㈱
磐城通運㈱
いわき陸運㈱
磐城通運㈱湯本支店
常磐港運㈱小名浜営業所
㈱バイタルエクスプレスいわき営業所
ヤマト運輸㈱いわき植田営業所

2
2
6
6
6
8
8
10
14
17
19
31
33
35
35
36
36
36
37
38
39
39
45
47
48
51
51
51
51
59
59
59

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

郵便番号・住所

郵便番号・住所

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

　　　 県北支部が安全運転技能講習会を開催
　県北支部（蓬田隆信支部長）は福島市「福島自動車学
校」において支部会員事業所ドライバー向けの安全運転技能
講習会を開催した。
　講習会は中堅・ベテランドライバーを対象に交通事故の未
然防止を目的とし、毎年実施している。参加者は自動車学校
のコースと路上を実際に運転しながら、運転技能の基本の再
認識や運転の癖を把握させ、修正に至るまで講師から指導を
受けた。６月、７月にわたり６回開催し、合計44名が受講した。

　　　 県中支部が安全運転ドライバー研修会（中型・準中型限定）を開催
　県中支部（小野田 弘明 支部長）は６月25日㈯に郡山市「昭和
ドライバーズカレッジ」において、支部会員事業所ドライバー
を対象に安全運転ドライバー研修会を開催した。
　研修会は、午前、午後の部に分かれ合計14名が参加し、運転
適性検査（OD式安全性テスト）、視力検査（静止視力・動体視
力・夜間視力・深視力）、後方間隔（中型トラックを用いた後
退時における遠近感覚測定）、視聴覚DVD学習（貨物自動車の
安全運転の知識）を行い、自身の長所、短所を再認識するとと
もに安全に対する意識を高めた。

　　　　県南支部がゴルフコンペ開催及び安全パトロールを実施
　県南支部（橋本 一美 支部長）は６月25日㈯に白河市「白河
ゴルフ倶楽部」において、支部会員39名が参加しゴルフコン
ペを開催した。
　当日は季節外れの猛暑日となり熱中症が心配されたが、参
加者全員が親睦を深めながら無事ホールアウトすることがで
きた。

　県南支部は７月６日㈬に白河地区会員７事業所への安全パト
ロールを実施した。
　このパトロールは、「令和４年度夏期労働災害防止強調運動」
の一環として、労働災害防止に向けた経営トップの決意と労働環
境改善の重要性の確認及び交通事故の根絶を目的としている。　
　当日は川又 健一 白河労働基準監督署署長、河合 哲也 監督官、
橋本 支部長にご同行いただき、対象となる会員事業所へ労働災害
防止や熱中症対策などアドバイスを行った。

支部だより支部だより支部だより支　部支　部
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令和４年７月１日(金) ～ ８月２６日(金)
※12月に開催予定のグリーン物流パートナーシップ会議にて表彰式を行います。

募集期間

■大賞
　経済産業大臣表彰
　国土交通大臣表彰

■部門賞（局長級表彰）
　物流DX・物流標準化表彰
　物流構造改革表彰
　強靱・持続可能表彰　New!

■特別賞
　グリーン物流パートナーシップ会議特別賞

表彰

荷主と物流事業者など複数事業者、団体間のパートナーシップにより実施される物流の
改善方策を通じ、CO2排出量削減等の環境負荷低減、物流DXや物流標準化の推
進等による持続可能な物流体系の構築を実現した取組（１か月以上の実績があるも
の）を行った事業者（中小企業含む）を対象とします。

応募資格

令和4年度
 物流パートナーシップ優良事業を募集します！

ー 荷主が中心となり他と比べて著しく顕著な功績のあった事業者

総合物流施策大綱（2021年度～2025年度）の3つの
柱に即した各部門について、特に優れた取組を実施した事
業者

環境面や生産性向上面で特に優れた取組や、
特にユニークであると認められる取組を実施した事業者

ー 物流事業者が中心となり他と比べて著しく顕著な功績のあった事業者

・経済産業省・国土交通省では、物流分野における環境負荷低減とともに、　　
 物流の生産性向上や構造改革に向けた取組を通じた「持続可能な物流
 体系の構築」に関し、特に顕著な功績のあった事業者を表彰いたします。
・本年度は、物流を取り巻く環境の変化を踏まえ、昨今の物流分野全般の
 課題解決に資する取組を幅広く評価できる表彰制度に見直しましたので
 積極的なご応募をご検討ください。（詳細は応募要領をご覧ください）

ー
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経済産業大臣表彰
産業を跨いだ新たな鉄道輸送水平共同モデル
ネスレ日本㈱　他５社

国土交通大臣表彰

国土交通省公共交通・物流政策審議官表彰経済産業省商務・サービス審議官表彰
異業種共同輸送による未来の
物流のカタチ
アサヒ飲料㈱　他２社

グリーン物流パートナーシップ会議特別賞
物流センター間トラック移送から鉄
道コンテナ輸送へのモーダルシフト
㈱メディセオ　他３社

商流を超えた物流集約による積
載率向上
愛知製鋼㈱　他１社

「ドライバー不足によりモノが運べなくなる」という社会課題解決
に向けた高効率輸送スキームの構築　
NEXT Logistics Japan㈱　他１５社

物流DXとスワップボディ車を活用した
中継輸送の効率化
鈴与㈱　他４社

海上コンテナ転用による資材国内
輸送と同一コンテナでの製品輸出
㈱日立物流　他４社

サプライチェーン全体で環境負荷
低減を実現した全国共同配送
㈱ライフサポート・エガワ　他２社

KRS グループ「結ぶ輸送」を進化
させた新たな長距離輸送モデル
キユーソーティス㈱　他２社

「JR用ウィング式3温度帯混載
コンテナ」のコールドチェーン輸送
㈱西武建設運輸　他４社

物流DX・標準化表彰 物流構造改革表彰

主催：経済産業省、国土交通省、公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会、一般社団法人日本物流団体連合会
後援：一般社団法人日本経済団体連合会

○代表申請者が荷主である取組
　経済産業省 商務・サービスグループ 物流企画室　電話:03-3501-0092
○代表申請者が物流事業者である取組
　国土交通省 総合政策局 物流政策課　電話:03-5253-8799
※CO2排出量算出方法等の技術的なお問い合わせ
　(公社)日本ロジスティクスシステム協会 グリーン物流パートナーシップ会議担当
（電話：03-3436-3191　メールアドレス：kenkyuin@logistics.or.jp）
○詳細はグリーン物流パートナーシップ会議のホームページ（www.greenpartnership.jp）をご参照ください

お問い合わせ先 グリーン物流
パートナーシップ

会議HP

令和3年度優良事業者表彰
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技能講習等実施予定技能講習等実施予定技能講習等実施予定陸 災 防陸 災 防

h t t p s : / / f - r i k u sa i . o r g

交通事故統計交通事故統計交通事故統計お知らせお知らせ

　第一当時者が県内居住の事業用貨物車の交通事故発生状況は下記の通りとなります。
　交通規則を守ることは、社会人としての基本的な責務です。
　会員事業所におかれましても、プロドライバーとして、より一層の交通安全対策をお願いします。

1月 3月2月 4月 5月 6月 8月 9月

2022
年（
概
数
）

7月 11月 12月10月 合計

第一当事者が県内居住の事業用貨物車の交通事故発生状況

交通ルールの遵守、思いやり運転等交通マナーアップ　交差点での安全確認の励行　速度の抑制

ダンプトラック部会　令和４年度定時総会3日㈬ 郡山市「 県中研修センター」

日　程 行　　事　　内　　容 開　催　場　所

８月の行事予定８月の行事予定

8

1

8

4

0

6

6

0

8

2

0

3

4

0

4

5

0

6

29

1

35

発生件数

死 者 数

傷 者 数

夏季休日のご案内
県ト協本部及び各支部の８月の夏季休日については下記のとおり
となりますのでよろしくお願いいたします。

８月11日㊍～8月16日㊋

2022年８月１日発行（毎月１回１日）
編集発行　公益社団法人福島県トラック協会
〒960-0231　福島市飯坂町平野字若狭小屋32
TEL 024-558-7755㈹　FAX 024-558-7731
H.P http://fukutora.lat37n.com/

トラック広報　わだち８月号（通巻499号）


